
か
ん
の
リ
ズ
ム
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

K
a

n
n

o
H

ir
o

y
u

k
i

健康一口メモ

　

急
に
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
体
調

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
先
月
か
ら
、
か
ぜ
の
症

状
で
診
療
所
に
来
ら
れ
る
方
が
急
に
増
え
ま
し
た
。

こ
の
夏
は
雨
が
多
く
台
風
も
た
く
さ
ん
来
ま
し
た
。

例
年
の
夏
よ
り
も
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
い
う
人

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昔
か
ら

「
嵐
が
来
る
と
古
傷
が
痛
む
」「
天
気
が
悪
い
と
頭

痛
が
す
る
」
な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
天
気
が

悪
い
＝
低
気
圧
が
近
づ
く
と
、
体
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
が
出
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
診
療
の

現
場
で
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
る
の
は
、
頭
痛
、
肩

こ
り
、
関
節
痛
、
神
経
痛
、
喘
息
の
悪
化
と
い
う

と
こ
ろ
が
代
表
で
し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
説
が

言
わ
れ
ま
す
が
、
自
律
神
経
や
ホ
ル
モ
ン
、
血
流

の
変
化
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

台
風
の
時
期
は
ぼ
ち
ぼ
ち
終
わ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
急
に
空
気
が
冷
た
く
な
り
節
々
が

痛
い
、
足
が
余
計
し
び
れ
る
、
喘
息
が
悪
く
な
っ

た
な
ど
ま
た
体
の
変
調
を
感
じ
る
方
が
増
え
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
活
指
導
や
簡
単
な
対
処

法
の
紹
介
、
悪
い
時
期
だ
け
薬
で
散
ら
し
て
対
応

す
る
な
ど
、
症
状
緩
和
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
調
子
が
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

ど
う
ぞ
診
療
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ

Ａ
Ｓ
・
サ
ス
）
は
、
睡
眠
中

に
呼
吸
が
止
ま
る
、
ま
た
は

浅
く
・
弱
く
な
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生
活
に
障

害
を
引
き
起
こ
す
疾
患
で
す
。

睡
眠
中
に
起
き
て
し
ま
う
、

起
床
時
に
頭
痛
が
す
る
、
日

中
の
眠
気
や
倦け
ん

怠た
い

感
が
あ
る
、

集
中
力
の
低
下
、
夜
間
に
起

き
て
ト
イ
レ
に
行
く
な
ど
の

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
す
。
自

分
で
は
気
付
か
な
く
て
も
、

家
族
や
友
人
・
同
僚
な
ど
か

ら
、
い
び
き
や
居
眠
り
、
寝

て
い
る
間
の
無
呼
吸
を
指
摘

さ
れ
た
ら
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
疑
っ

て
み
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

本
来
、
睡
眠
は
日
中
活
動

し
た
脳
と
身
体
を
十
分
に
休

息
さ
せ
る
た
め
の
も
の
。
Ｓ

Ａ
Ｓ
に
よ
る
睡
眠
中
の
酸
素

不
足
は
、
脳
や
身
体
へ
ダ
メ
ー

ジ
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
日
中
の

活
動
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

原
因
の
１
つ
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
循

環
器
疾
患
（
心
筋
梗こ
う

塞そ
く

、
狭

心
症
、不
整
脈
、心
不
全
な
ど
）

と
の
深
い
関
連
や
、
心
血
管

関
連
死
の
発
症
頻
度
が
高
く

な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

寝
て
い
る
間
の
無
呼
吸
に

な
か
な
か
気
付
く
こ
と
が
で

き
ず
、
検
査
・
治
療
を
受
け
て

い
な
い
多
く
の
潜
在
患
者
が

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
シ
ー

パ
ッ
プ
）
と
い
う
装
置
を
使
っ

て
治
療
で
き
る
病
気
で
す
。

　

お
心
当
た
り
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

菅
　
野
　
裕
　
幸

こ
ち
ら
診
療
所所

長
　
白
　
井
　
　
　
雄

　

長
ら
く
当
院
の
病
院
長
を

つ
と
め
ら
れ
た
、
故 

菊
田

豊
氏
が
「
従
五
位
」
の
位
階

を
授
け
ら
れ
、
瑞
宝
小
授
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
午
後
２
時
よ

り
、
県
庁
保
健
福
祉
部
長
室

に
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
故

人
に
代
わ
り
妻
の
澄
子
氏
が

ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

●
経
歴

　

昭
和
49
年
９
月
か
ら
公
立

刈
田
綜
合
病
院
に
勤
務
し
、

昭
和
58
年
７
月
か
ら
病
院

長
、
平
成
７
年
７
月
か
ら
名

誉
病
院
長
と
し
て
、
平
成
10

年
６
月
退
職
。
病
院
の
増
改

築
、
医
療
機
械
の
整
備
、
医

師
及
び
看
護
師
の
確
保
な
ど

病
院
づ
く
り
に
貢
献
。

刈
田
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

妻の澄子氏と県保健福祉部長

●
出
納
室
出
納
係
主
事

　

髙
橋　

陸
（
前
：
農
林
建
設
課
）

●
総
務
課
総
務
係
主
事

　

髙
橋　

祐
希
（
前
：
出
納
室
）

　

幼
児
の
頃
か
ら
火
に
対
す
る
正

し
い
知
識
と
火
の
用
心
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
火
災
の
な

い
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　

10
月
12
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時

●
場
所

　

関
保
育
所

●
主
催

　

仙
南
地
域
幼
少
年
婦
人
防
火

　

委
員
会

※
ど
な
た
で
も
、
ご
参
観
い
た
だ

　

け
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

白
石
消
防
署
七
ヶ
宿
出
張
所

　

☎
（
３
７
）
２
１
０
０

●
募
集
人
員　
40
名
程
度

●
業
務
内
容

リ
フ
ト
係
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー

係
、
パ
ト
ロ
ー
ル
係
、
雪
像
制

作
係
、
券
売
係
、
食
堂
係
、
清

掃
係
、
託
児
係　

等

●
勤
務
期
間

　

平
成
28
年
12
月
12
日
～

　

平
成
29
年
３
月
20
日

●
応
募
手
続
き

応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、
ご
提

出
願
い
ま
す
。

●
応
募
期
間

　

10
月
１
日
～
10
月
20
日

●
お
問
い
合
わ
せ

　

㈲
は
あ
と
リ
ソ
ー
ト

　

☎
（
３
７
）
３
１
１
１

【「
居
住
部
門
」入
居
希
望
者
募
集
】

●
対
象
者

町
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方
、
又
は
二
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

●
所
在
地

　

七
ヶ
宿
町
字
関
１
８
４
番
地

●
室
数

・
２
人
部
屋
３
室

・
１
人
部
屋
４
室

●
利
用
料

　

所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　
10
月
26
日
（
水
）

※
入
居
者
が
多
数
と
思
わ
れ
る
た

め
期
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

※
申
込
順
で
は
な
く
、
入
居
判
定

会
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
（
担
当　

大
滝
）

　

☎
（
３
７
）
２
２
７
１

【
平
成
28
年
10
月
か
ら
３
月
ま
で

は
毎
月
第
３
土
曜
日
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
通
常
営
業
い
た
し
ま
す
】

・
10
月
15
日　

・
11
月
19
日

・
12
月
24
日　

・
１
月
21
日

・
２
月
18
日　

・
３
月
18
日

　

皆
さ
ま
の
ご
利
用
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

い
こ
い
の
里
（
担
当　

菊
地
）

　

☎
（
３
７
）
２
２
７
１

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

の
活
用
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た

め
、10
月
17
日
～
10
月
23
日
を「
行

政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
一

斉
に
各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま

す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
や

サ
ー
ビ
ス
、
各
種
制
度
の
手
続
な

ど
に
関
し
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、

要
望
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
図

る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　

　

本
町
で
は
、
毎
月
の
定
例
相
談

日
に
合
わ
せ
、
次
の
と
こ
ろ
で
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

●
開
催
日
時
・
場
所

　

10
月
20
日
（
木
）

・
午
前
10
時
～
午
後
０
時

　

湯
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　

開
発
セ
ン
タ
ー

●
七
ヶ
宿
町
の
行
政
相
談
委
員

　

鈴
木　

佳
幸
さ
ん

　

☎
（
３
７
）
２
６
５
４

●
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課
（
担
当　

奈
良
）

　

☎
（
３
７
）
２
１
１
４

　

看
護
資
格
の
あ
る
方
で
、
結
婚

や
出
産
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
仕
事
か
ら
離
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
現
場
復
帰
を
目
的
に
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
職
場

復
帰
を
考
え
な
が
ら
も
、
ブ
ラ
ン

ク
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　

看
護
師
資
格
を
持
ち
、
看
護
職

員
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方

●
開
催
日
時

　

10
月
６
日（
木
）又
は
13
日（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時

※
都
合
に
合
わ
せ
、
ど
ち
ら
か
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
場
所　
公
立
刈
田
綜
合
病
院
内

　

看
護
事
務
室

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

公
立
刈
田
綜
合
病
院
看
護
部

　
（
担
当　

大
槻
・
門
脇
）

　

☎
０
２
２
４（
２
５
）２
１
４
５

　

宮
城
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
、パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用

み
や
ぎ
蔵
王
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場

冬
期
ス
タ
ッ
フ
募
集

第
13
回
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
つ
ど
い

高
齢
者
生
活
福
祉

セ

ン

タ

ー

か

ら

10
月
１
日
付
、
人
事
異
動

行
政
に
対
す
る
困
り
ご
と

あ
り
ま
せ
ん
か
？

再
就
職
支
援
看
護

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

宮
城
県
最
低
賃
金
の
改
正
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